
高齢者の保健事業と介護予防の
一体的な実施について
令和３年度

第1回高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施連携会議
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制度の背景・目的

高齢者の不安を取り除いた上で・・・

・自立した生活ができる期間の延伸
（平均自立期間）

・QOL（生活の質）の維持向上

住みなれた地域で

高齢者の特性を踏まえた健康支援・相談が必要

佐渡市は
日本一の健康寿命を
目指しています！



出典：高齢者の特性を踏まえた保健事業ガイドライン（第２版） 令和元年１０月
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制度の背景・目的

個人差に応じた事業



●市町村に求められる役割
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一体的実施の概要

１）全庁的な検討体制の確立と庁内各部局間の連携

２）広域連合・県・他市町村との調整

３）関係団体との連携

・医師会をはじめとする地域の医療関係団体の
協力が不可欠

・事業の企画段階から医療関係団体等の協力を
得つつ、事業を適切に展開することが必要

地域全体で
高齢者を支える

地域づくり
まちづくり
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フレイルとは

市民生活課
☆健康診査

☆健康相談・保健
指導・訪問指導
☆健康教育

社会教育課
☆公民館活動

社会福祉課
☆民生委員
☆地域支援

高齢福祉課
☆介護予防教室
☆食支援
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フレイル予防の三本柱
栄 養

食・口腔機能

①食事(たんぱく質とバランス)
②歯科口腔の定期的な管理

運 動

身体活動・運動など

①たっぷり歩こう
②ちょっと頑張って運動

社会参加

就労、余暇活動、ボランティア、
社会貢献

①友達と一緒にご飯を
②前向きに社会参加を

東京大学高齢社会総合研究機構・飯島勝矢 作図：フレイル予防ハンドブック



①企画・調整等を行う専門職（保健師を想定）
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一体的実施の概要

・事業の企画・調整等

・ＫＤＢを活用した地域の健康課題の分析・対象者の把握

・医療関係団体等との連絡調整

②地域を担当する専門職（医療専門職）

・高齢者に対する支援を行う
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令和2年度から健康診査の問診項目が変わりました！

メタボ予防
フレイル
予防
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（１）集団健診実施時期 

令和２年度は、以下の日程で集団健診を実施しました。 
 

○集団健診実施時期 

 両 津 11/30-12/1、12/21-25（６日） 

相 川 8/19-22（４日）＊高千地区（1 日）含む 

佐和田 11/5-10（４日） 

金 井 12/10-15（４日） 

新 穂 8/5、12/17-18（2.5 日） 

畑 野 8/3-5、25（3.5 日）＊松ヶ崎地区（1 日）含む 

真 野 12/3-5（３日） 

小 木 8/6-7（２日） 

羽 茂 12/7-8（２日） 

赤 泊 8/8-11（２日）      計３５日間 



令和2年度の問診項目から見る現状
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BMI_やせ（BMI18.5未満、BMI21.5未満）
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健康・心の健康
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高齢者に対する支援内容

★同一の日常生活圏域において

「高齢者に対する個別支援（ハイリスクアプローチ）」と
「通いの場等への関与（ポピュレーションアプローチ）」の双方を行う。

○高齢者に対する個別支援（ハイリスクアプローチ）

ア．低栄養防止・重症化予防の取組

イ．重複・頻回受診者、重複投薬者等への相談・指導の取組

ウ．健康状態が不明な高齢者の状況把握、必要なサービスへの接続

○通いの場等への積極的な関与（ポピュレーションアプローチ）

ア．フレイル予防の普及啓発、運動・栄養・口腔等の健康教育・健康相談

イ．フレイル状態にある高齢者等を把握し、保健指導等の支援

ウ．相談が行える環境づくり、通いの場等への参加勧奨

エ．取組により把握された高齢者の状況に応じ、医療・介護につなげる

医療専門職が支援を行う

（医師、歯科医師、薬剤師、
保健師、看護師、管理栄
養士、歯科衛生士、理学
療法士、作業療法士、言
語聴覚士等生活習慣病の
発症や重症化の予防及び
心身機能の低下の防止等
に関し知識及び経験を有
すると認められる者）



27

高齢者に対する支援内容

○高齢者に対する個別支援（ハイリスクアプローチ）

ア．低栄養防止・重症化予防の取組

イ．重複・頻回受診者、重複投薬者等への相談・指導の取組

ウ．健康状態が不明な高齢者の状況把握、必要なサービスへの接続

食支援（栄養指導） 高齢者の特性を踏まえた生活習慣病重症化
予防事業

重複・頻回受診者への訪問指導

実態把握事業（高齢福祉課）

いずれか
１つ以上実施
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高齢者に対する支援内容

○通いの場等への積極的な関与（ポピュレーションアプローチ）

ア．フレイル予防の普及啓発、運動・栄養・口腔等の健康教育・健康相談

イ．フレイル状態にある高齢者等を把握し、保健指導等の支援

ウ．相談が行える環境づくり、通いの場等への参加勧奨

エ．取組により把握された高齢者の状況に応じ、医療・介護につなげる

サロンや茶の間、健康学習会におけるフレイル予防の啓発

健康学習会等での質問票の活用

健診会場でのフレイル相談

いずれか
１つ以上実施

受診勧奨 包括への情報提供

地域の実情に
応じて実施

必要に
応じて実施
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高齢者に対する支援内容

★ポピュレーションアプローチにおいて配慮すること

ア ボランティア組織と連携し、健康イベント等で健康やフレイルの情報提供、意識啓発

イ 市民ボランティアにフレイルチェックのノウハウ等を学ぶ機会を提供、支え手になれる取組

ウ フレイル予防等に関心を持ってこなかった住民の健康意欲を喚起する取組

エ 健康な高齢者にも予防メニューへの参加勧奨

オ 市民自らが担い手となって、積極的に参加できる機会

健康推進員、民生委員
などから協力をしてもらえ

たら鬼に金棒！（私見ですが…）
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令和３年度 スケジュール（予定）

第１回庁内連携会議

第１回連携会議（全体会）

第１回専門部会 ３部会×各１回

後期高齢者広域連合と事業計画の調整

第２回庁内連携会議

令和4年度予算

「基本的な方針」の作成

第２回専門部会 ３部会×各１回

第２回連携会議（全体会）

4月9日

5月20日

8～9月

10月

11月

12～1月

1～2月

2月

6月14日
7月12,26日
8月27日
9月15日 一体的実施担当者会議
10月8,28日 （保健師、管理栄養士）
12月1日
1月7日
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まとめ

うちの地域は、こんな
習慣を直せたらいい
んじゃないか。そした
ら、みんなが健康にな
るんじゃないか。

まずは、一体的な実施事
業が始まることを知って
ください。

地域の高齢者の健康と
元気を守る活動を一緒
にお願いします。

こんな活動や社会参
加の場を増やしたら、
みんなが元気になる
んじゃないか。


